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(論文内容の要旨)

本論文は,タスク型情報推薦システムを構築するのに必要不可欠である､情報抽出･検索技

術の開発と評価実験を報告するものである｡これらの技術は､現在インタ-ネット上の情報

を効率的に利用するために必要な, 1)既存検索システムに入力すべき適切な検索キ-の選

択､ 2)大量の処理結呆から目的とする情報を容易に見つける事, 3)ユ-ザの検索要求に

あう情報を容易に見つける事､ 4)最近の情報も獲得､を実現した｡

具体的には､繰り返し検索をする作業をタスクと呼び､その作業を支援し､ユ-ザが簡単に

情撃検索,情報抽出できるシステムとして､タスク型情報推薦システムを提案した｡ここで,

検索キ-入力を支援するモジュ-ル､情報検索モジュ-ル､情報抽出モジュ←ルの3つの技

術を実装した｡情報抽出モジュ-ルでは､動的でかつ多様な記述のデ-タからの必要とする

情報抽出技術を実現し､具体例としてネットワ-クニュ-スから話題の検索と抽出,そして

学会大会プログラム作成支援システムを開発し､評価実験も行い,その有効性を確認した｡

次に,情報検索モジュ-ルとして､インタ-ネット上の大量なWWWデ-タを対象に検索技術

を実現し､評価型の検索技術会議に参加し､効率よく精度の高いものと評価された｡

さらに､タスク型情報推薦システムの対象として,観光コ-ス作成支援を取り上げ､観光コ

-ス作成支援システムを提案したoこの提案システムにおいて､検索キ-の特徴を利用した

支援技術を提案し,検索キ←入力を簡単に行えるだけでなく､検索精度も向上することがユ

-ザ実験の結果で確認できた｡また､この技術を利用し､観光情報を推薦するための情報と

して､新規な情報も検索収集できることを示した｡そして､検索結果から観光コ-スを作成

するために必要な知識や詳細情報の抽出技術について考察し､情報検索システムの将来展望

について論じる｡
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(論文審査結果の要旨)

本論文は､タスク型情報推薦システムを構築するのに必要不可欠である,情報

抽出と情報検索技術と評価実験報告である｡主な成果は以下のようである｡

(1)記述や利用単語の制限のないテキスト文章からの情報抽出方法について

具体的なシステムを提案した｡そのシステムの結果についてアンケ-ト調査に

よる評価を行い､校閲を受けていない自由記述のテキスト群からも目的とする

情報を抽出する技術の確立に責献した｡

(2) WWWデ-タから､具体的な検索方法の比較を行い､従来型の検索方法

の新しい利用方法(Score法)を提案し､大規模デ-タからの情報検索について

の新しい効率的な検索技術を確立した｡

特に､分散したデ-タからの検索統合技術として従来精度が高いとされてきた

正規化技術と同等の精度であることを示し､今後のW耶r検索における方向性を

示している｡

検索キ-ワ-ドの入力を支援するために,検索キ-ワ-ドとして相応しい単語

の特徴を調べ,その特徴を利用した抽出方法を提案した｡

(3)提案した抽出方法で単語を収集し､その単語を検索キ-ワ-ドとして利

用することで､観光地について詳しくないユ-ザでも､簡単に幅広く観光イベ

ントに関する情報を収集できることを､ユ-ザ実験によって示した｡また､観

光イベント情報を検索するときに必要な条件を明らかにし､ユ-ザが介在した

検索手段として､新しい方法を確立した｡

以上のように､タスク型情報推薦システムの情報抽出･情報検索技術を､例題

を拳げながら具体化し､間題解決できる道を見つけてきた｡特に､現在のイン

タ-ネット上の大量デ-タの利用を考慮し､目的に沿って利用できる道筋を求

めてきた｡これらは評価実験でも確認され､学術上･工学上寄与するところは

多い｡従って､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


